
シンボルということ

シンボルとは何かを探る

そこでシンボルになりうる要素を導き出しその可能性を提示する

本来感性的なものをまったく含まない理念に対して、間接的な形で与え

られた感性的な像のことである。

佐々木健一『美学辞典』東京大学出版

情動喚起的な記銘は同時に、対象に何らかの「徴候」を感じとる知覚形

態でもある。

田中純『都市の詩学』東京大学出版

シンボルはどこか感性に作用する要素を持つ。

その作用によって人はそれを覚える。つまり、記憶する。

では記憶するとはどういうことか？

記憶させるには情緒を揺るがすことがその 1つにあげられる。

したがってその情緒を揺るがす要素を探る。

札幌 東京 名古屋 大阪 福岡

メタファー

その形態を有する別のイメージを彷彿させることが強い印象を与える

象徴とはその形態の視覚的情報がそれだけにとどまらず、さらにその形態を有する別のイメージ

を彷彿させることで強い印象を与える

カール・グスタフ・ユング（1875-1961）

重力

重力をあまり感じさせない建築は概念からの逸脱であり、緊張感を与える　

素材の重さが克服され、力強いマッスの中で、私達にも理解できる意志が純粋に満たされることが、

建築的印象のもっとも深い内容である。

ハインリヒ・ヴェルフリン（1864-1945）『建築心理学序説』中央公論美術出版

シドニーオペラハウス

カイシャ・フォーラム

                                      　　     　　　　　　　

不安定

シンメトリーや黄金分割などの安定に感じるものからのずれは落ち着きのない様を表す

安定した平衡の安らぎと単純さは、退屈なものとなった。人々は、運動、刺激、不均衡の状態を暴

力的に求めている。

ハインリヒ・ヴェルフリン（1864-1945）『建築心理学序説』中央公論美術出版

まとめ

メタファーによって強いイメージと衝動を与え、重力や安定という概念から逸脱させる

ことが情緒を揺るがし、それが記憶に結びつくと考える

ゆえにシンボルにつながる

この 3要素を満たす事柄として雲のように浮かんでいるものが適当であると考える　

シアトル公共図書館

雲は一定したかたちを持たず、また容姿も常に変化している。しかし、建築物の容姿を本当に変化させることはできない。

しかし、建築を使う人間は絶えず動いている。そこで人間の視点場によってその容姿が異なるような建築物をめざす。

つまり、浮いているように見え、視点場によって変化するような建築を検討する。

雲のような建築

視点場によって見え方が変わるもの

これは視点場によって見え方が変化するものとして代表的なものである。正面から見るとわからないが、角度をつけて見るとその正体が明らかになる。

この手法を3次元に適応することで、立体物が見えかくれするような建築物が実現できると考える。

CLOUDS, Second Nature [directed by Tokujin Yoshioka] : 21_21 DESIGN SIGHT, Tokyo, 2008 Tokujin × Moroso : Moroso showroom, Milan, 2007

雲の表現方法

これらのインスタレーションは光ファイバーやストローといった非常に小さなものを集合させることで雲のようなものを作り出し、それによって非常に曖昧な形ができている。

そこで線やフレームを集合させることで全体を構成する方法を考える。

設計手法

type2 type3type1

直方体の枠の中にxyz軸方向に傾けた直方体を
配置してみる。

　　　

type1を分割する。

各頂点を通過するように分割する。

type2を分割した断面に厚みをもたせる。

これによって点のようなもので構成された形式がで
きる。

type5 type6

type3までは完全に浮いていたのでそれを支えるた
めに脚をつける。

脚は外側の直方体に合わせるように付ける。

これによって浮いているように見えるものができた。

type4である程度浮いているような感じにはなった。

しかし、はっきりし過ぎているので交互に縦の線も
追加する。

支えている脚をすべて鉛直方向に統一する。

これで中の直方体の斜めの線が強調され全体とし
て減り張りがつく。

これを基本のモデルの1単位として全体を設計する。
　

type4
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type5の模型による見え方のスタディ

fig.8   105° fig.9   120° fig.10   135° fig.11   150° fig.12   165° fig.13   180°

中の直方体が見え隠れしている様子がわかる。中に入れる図形を直方体にした理由は比較的はっきりとした形の方が、見え隠れをしたときに減り張りがつくと思ったからである。

またこの中にスラブをいれた場合、直方体の形が消えているように見えるときはそのスラブが浮いているように見えることが予想される。

全体構成

外観からは浮いているように見えるようになったが、内部に入ったときに浮いている様子は感じられない。　

そこで内部からも浮いているような様子を可視化させるためにそれらを並列させることが望ましいと考える。

また中の直方体の大きさは等しくし、それぞれの傾きに違いを出すことで平面の大きさを調節する。

空間のつくり方

内部に並べた直方体はそれぞれ独立するのを防ぐために上か下かで隣の直方体に食い込ませる。

そしてこれらを77分割してそれぞれのフレームをつくり、断面から内部空間をつくりだす。

内部の直方体の大きさは15×15×19.5mとし、それを覆う外側の直方体は約25×92×31mとする。

この建築は遠景や近景、また様々な位置で見られることが望ましいと考える。

そこで敷地は飛行機や船舶からもわかりやすい東京湾岸沿いから選定し、海事都市を形成することが望ましいと考える。海事都市とは海の交通の拠点となるところである。

そしてその中でも船舶の往来が比較的多い、有明埠頭を敷地とする。

計画敷地

▼

▼部 : 計画敷地
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平面計画
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フローリング染色ウレタン塗装
構造用合板

見切りPL６

パイロストップ　t=15

ロックウール吹付
t30+5

タイカアロックt15
コテ仕上

カラー鉄板（黒）t=1.6　L= 50

PL-1.6曲げ

軽量鉄骨天井下地　t=38+19
PB　t=9.5捨て貼り
PB　t=9.5VEP 

床：ウレタン系塗床

フローリング染色ウレタン塗装
構造用合板

鉄骨水平ハサミ板
耐火塗料　t=1.0

タイカアロック　t=15
(黒)　コテ仕上

フサギ　PL-1.6

フサギ　PL-1.6

タイカアロック　t=15
(黒)　コテ仕上

鉄骨水平ハサミ板
耐火塗料　t=1.0

床：ウレタン系塗床

柱：250×375
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コテ仕上

カラー鉄板（黒）t=1.6　L= 50
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軽量鉄骨天井下地　t=38+19
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PB　t=9.5VEP 

25
5

4,
00
0

25
5

4,
00
0

22
0

35
15

12
.5
  1
2.
5 
   
   
   
35

19 38

   
   
   
   
  1
58
   
  1
2.
15

   
   
  7
0 
  1
85

   
   
   
   
 2
55

   
   
   
   
  1
58
   
  1
2.
15

   
   
  7
0 
  1
85

   
   
   
   
 2
55

12
.5
  1
2.
5 
   
   
   
35

19

430.9　   　169.1
550

　550　　　150
　  700

▽GL +18,000　FL

▽GL +22,000　FL

▽GL +21,745　SL 

　550　　　150
　  700

▽GL +17,745　SL 

frame71 の断面詳細図

S=1:25

断面計画

所在地：東京都江東区有明4丁目

用途：フェリーターミナル

敷地面積：117160㎡

用途地域：準防火地域

許容容積率：300％

延床面積：4278.2㎡

最高高さ：31000㎜

構造：鉄骨造

計画概要

視点場によるパースのかかり方の変化

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑はパースの中心を示す。

レストランより西方向 オフィスより西方向 レストランより東方向

待合室より西方向 待合室より見上げ レストランより西方向

内観

frame  1-7　

frame  8-14

frame  15-21

frame  22-28

frame  29-35

frame  36-42

frame  43-49

frame  50-56

frame  57-63

frame  64-70

frame  71-77
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